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校
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

〇
秋
留
台
高
校
の
「
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ

シ
ョ
ン
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す

か
。

河
野

生
徒
に
、
社
会
の
中
で
よ
り

良
く
生
き
る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
。

ま
た
、
卒
業
後
の
希
望
進
路
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
達

成
す
る
た
め
に
、
本
校
の
特
長
で
あ

る
粘
り
強
い
生
活
指
導
や
生
徒
一
人

一
人
に
応
じ
た
学
習
指
導
な
ど
全
て

の
指
導
は
、
進
路
指
導
・
進
路
実
現

と
関
連
付
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

〇
卒
業
生
の
進
路
実
現
の
状
況
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

河
野

令
和
３
年
度
卒
業
生
の
進
路

実
現
率
（※

）
は
、
１
０
０
％
と
な

り
ま
し
た
。

※

進
路
実
現
率
と
は
、
進
学
先
、
就
職
先

等
が
決
定
し
た
者
と
卒
業
後
も
若
者
自

立
支
援
機
関
等
の
支
援
を
受
け
る
者
を

あ
わ
せ
た
割
合
を
表
す
。

４
月

８
日

１
年
生
と
２
、
３
年
生
が
初
め
て
一

堂
に
会
し
た
体
育
館
は
壮
観
な
眺
め
で

し
た
。

さ
あ
、
３
学
年
全
員
が
そ
ろ
い
ま
し

た
！新

学
期
か
ら
ズ
ン
ズ
ン
と
夢
に
向

か
っ
て
歩
み
始
め
ま
す
。

学
習
に
部
活
に
行
事
に
、
全
力
投
球

で
す
。

にぎやかで優しさあふれる秋留台生の姿を知っていただきたい。

多くの読者のみなさまに愛される紙面を目指します。

秋留台通信

４
月

７
日

今
年
は
校
内
の
桜
も
美
し
く
咲
き
残

り
、
す
ば
ら
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

４
６
期
生
２
３
４
名
の
新
入
生
を
温

か
く
迎
え
ま
し
た
。

秋
留
台
高
校
は
、
み
な
さ
ん
の
夢
を

カ
タ
チ
に
で
き
る
大
き
な
舞
台
で
す
。

入
学
を
考
え
て
い
る
中
学
生
の
み
な

さ
ん
！

お
い
で
よ
、
秋
留
台
へ
！

河野浩二校長

平成31年4月より
秋留台高校校長

頑張るキミを応援します！

〇
本
校
の
「
入
学
を
期
待
す
る
生
徒
の

姿
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

河
野

ま
ず
、
秋
留
台
高
校
の
教
育
を

よ
く
理
解
し
、
本
校
で
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
、
自
分
の
可
能
性
を
伸
ば
し

た
い
と
考
え
る
生
徒
で
す
。
ま
た
、
授

業
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
活
動
に
、

地
道
に
こ
つ
こ
つ
と
努
力
を
重
ね
る
こ

と
が
で
き
る
生
徒
で
す
。
更
に
、
中
学

校
で
部
活
動
や
生
徒
会
・
委
員
会
活
動

を
熱
心
に
行
い
、
高
校
で
も
同
じ
よ
う

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
生
徒
で
す
。

〇
最
後
に
、
中
学
３
年
生
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
野

高
校
選
び
に
あ
た
っ
て
は
、
多

く
の
学
校
の
見
学
会
、
説
明
会
に
行
き
、

そ
の
学
校
の
生
徒
の
姿
、
教
職
員
の
授

業
や
対
応
、
学
校
の
施
設
・
設
備
、
通

学
時
間
等
を
確
認
す
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
志
望
校
決
定

に
向
け
、
悩
む
こ
と
も
多
く
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
負
け
ず
に
、
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
！

令
和
４
年
度
『
秋
留
台
通
信
』
発
行
に
あ
た
っ
て

今
年
度
、
『
秋
留
台
通
信
』
を
一
新
し
ま
す
。
本
校
受
検
を
考
え
て

い
る
中
学
生
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
興
味
・
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
紙
面
を
工
夫
し
、
本
校
の
取
組
を
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。



４
月

日

朝
、
夕

東
秋
留
駅
か
ら
高
校
ま
で
教
職
員
全
員
が
生
徒
の
登
下
校
を
見
守
り
ま
し
た
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
先
生
！
」

朝
か
ら
生
徒
の
元
気
な
挨
拶
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

美
術
部
が
製
作
し
た
駅
前
に
キ
リ
リ
と
立
っ
て
い
る
ス
テ
キ
な
防
犯
看
板
も
ニ
コ
ニ

コ
し
て
「
み
ん
な
オ
ハ
ヨ
～
」
と
言
っ
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

コ
ー
ン
な
噺

あ
き
が
わ
写
真
館

４
月

日

秋
川
消
防
署
の
ご
協
力
で
２
年
生
対
象
の
、
防
災
教
育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
席
の
担
架
作
り
や
、
緊
急
時
の
通
報
訓
練
、
災
害
発
見
時
の
対
応
訓
練
な
ど
、
高

校
生
が
非
常
時
に
社
会
の
即
戦
力
と
な
れ
る
必
要
な
こ
と
を
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

高
校
生
は
、
地
域
の
大
き
な
チ
カ
ラ
で
す
。

「
期
待
し
て
い
ま
す
！
」
と
消
防
署
の
方
か
ら
も
太
鼓
判
を
押
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
秋
留
台
生
は
社
会
の
頼
り
に
な
り
ま
す
！

こ
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
毎
回
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
ぼ
れ
話
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
1

回
は
、
「
あ
き
る
野
市
っ
て
？
」

平
成
7

年
に
五
日
市
町
と
秋
川
市
が
合
併
し
、
「
あ
き
る
野

市
」
と
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
水
と
自
然
の
中
に
、
縄
文
時
代

～
、
実
は
早
く
か
ら
文
化
が
開
け
た
土
地
で
す
。

鎌
倉
時
代
、
「
秋
の
留
ま
る
郷
」
と
し
て
「
秋
留
郷
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
次
回
は
産
物
。

「太陽と夕日と花の大群」
写真部３年 M・Ｓ

１４２０

秋留台生の
いいとこ
発見！


